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葱類の分葉に関する研究(第生報)

葱類に於ける分襲の表示法とその 2，3の応用例

l¥ 鍬 利 郎*

Studies on the Tillering in the Genus Allium. IV 

On the Method of Expressing the Mode of Tillering 

and some practical Applications thereof 

By 

Toshiro Y AKUW A料

緒 言

従来葱類の分藁は「禾本科作物とは全く異った様式

で，細胞分裂の如く 2つの生長が並行して分化し，常

に中心を失って倍数的に行われる」ものとー般に説明

されていた。日flちこれを簡単に図示すれば第1図の如

く表わされる。 しかし乍ら，筆者が観察した結果で

は，前報までに報告した如く，決してこの様な単純な

ものではなしむしろ禾本科作物の場合と同様に版芽

の発育したものと考えられる場合が多く，その発現頻

第1図株の倍数的増加の模式函

* 北海道大学良学部園芸学第一教室
紳 Horticulturallnstitute. FacuIty of Agriculture. 

Hokkaido University 

度にも種々の差が生じるので，分藁の配列様式等も作

物の種類又は品種等によって可成りの相異があること

が削った。また分繋が二次，三次と進むにつれて各株

の関係が次第に複雑になってくるので，今後，分襲の

説明を容易にするためには，分葉によって分れた株を

母子兄弟の如くにはっきり区別し，その各々に名称を

つけ ζ，これらの関係を明らかにすることが特に望ま

しいことと考えられる。それで筆者は稲・焚に於ける

片山氏の方法にならって，葱類についと，すぺ亡の分

襲及び菜(節位)に名称を与えて，これが説明の簡明

化を試みた。本報告では，その表示法とこれが 2，3 

の応用例について述べる。

本報告を草するにめたり，御懇篤なる御指導と御校

閲を賜った沢田英吉教授に対し深甚なる謝意を表する

次第である。

1. 葱類の葉(節位〉及び

分葉の表示法

葱類の実生は逆 V 字型に膝を折り rtllげて発芽する

子楽に始まり，以後第1本業，第2本業……と順次左

右互い違いに規則正しく出現する。この最初から存在

する生長点を持続する株は稲・麦の主稗に相当するも

ので，これを主株と称することにする。記号は第2陛|

に示す如く，主株をOとし，その第1葉を 1/0，第2

葉を 2/0，……，第n葉を n/。とする。もっとも葱類

の菜は最後まで枯れずに残っている訳ではないから，

エナメル，毛糸， ビニール・リング等で 2，3 ~夜毎に
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第2図 主株及び分柴と業(節位)の記号令
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…等の記号をあて，それらの肢芽が発育した分襲をそ

れぞれか1・1，6・1・2，……， 6・2・1，6・2・2……等で

表わすことにする。これらが第JII次分奨である o:?inv 
次以後の分業もこの要領で名称、をつけることにする。

以上は稲・去の場合と同様で，この要領で分化発育

するすべての分奨及び菜に名称がついた訳であるが，

前報に述べた如く，葱類は Greenplant vernalization 

性の作物であるから，秋から冬にかけての低温に遭遇

すると，分襲した各株の生長点は花房(花芽〕に分化

する。この花房(花穂)を表わすのにO印を以ってし

た。即ち，④を主株，@を第I次， 0を第五次以後の

分襲株の花房とする。又花房の分化時に花茎の基部に

次年度に発育する新しい生長点即ち花茎側芽(新生

株)が形成される。これを表示するにはその株の記号

の前に N.Pを附記することにした。JlPち，主株0の

新生株は NP(O)，第E次分襲 6・3の新生株は NP

(6・3)と記すが如くである。この新生株の節位及び分

援に対してはこれまで説明したと同様の方法で名称、を

つけることにする。

こIの表示法によれば，第I次分襲とは主株の肢芽の

発育したもの，第E次分援とは第I次分葉株の肢芽の

発育したもの，即ち第I次分襲株から分れたものを意

味することになる。然|ノ乍ら，従来葱類に於ては，最

初に起る分震を第一次分援，次に起る分葉を第二次分

襲，……の如く呼ぶことが多く，この場合の第二次分

業とは，必ずしも第一次分業株から分れたものを意味

するとは限らず，むしろ主株からの2番目の分譲であ

楽イ立に目印を必要とする。 る場合が多い。筆者もこれまでの報告に，その意味に

分襲の名称としては， 1/。の肢芽の発育した分薬 用いた例があるが，この様な意味に用いる場合は，前

(又は莱披から発育したもの〉を 1，2/。の版芽の発 者の分葉記号(ローマ数字1，n， m，…・・・〉と区別
育したものを2で表わし，以下 3，4， 5，……， m等 するため渓数字を用い，第一次，第二次の如くに書き

これにならう。これらが第工次分襲でのる。但し，稲 表わしている。

や変の場合では第1葉から止薬迄の各節に分援を生ず また主株，第I次分譲，第E次分葉，……のそれぞ

る可能性があるが，葱類の場合は通常第5葉迄は阪芽 れに於L最初に生ずる分葉を第1号分藁， 2番目のも

の発育は見られず，早いものでも第6菜乃至第7菜の のを第2号分葉， …..と呼ぶことにする。

日使芽が発育して辰初の分襲となることは後述の通りで 以上ですべての分葉と総ての菜(節位〕に名称、がつ

ある。 いたから，如何に複雑に分援した株でもこれらの関係

次に第I次分援の最初の莱から 1，2， 3， …..nと を混同する心配はなしこれを活用することによって

順次番号をつけ，その番号を分子とし，その分援の記 分葉に関する種々の説明も今後容易になることと思

号を分母として莱の記号とする。例えば分薬6の第1 う。又この表示法によって，多くの個体に就いて作図

禁は 1/6，第2莱は 2/6，……の如くである。これらの してみると，その系統の分業上の特性が明瞭になって

莱肢から発育した分葉が第E次分襲で，その記号をそ くる。次に以上の表示法によって作凶した 2，3の例

れぞれ 6・1，6・2，……， m-nで表わす。第E次分襲 を述べよう。

の菜には，例えば 1/6・1，2/6・2，……， 1/6・2，2/6・2，
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II. 表示法の応用例

[例 lJ 栄養生長期に於ける葱苗
図版1の A は栄養生長期に於ける恕苗の楽鞘基部

の横断面を示した1例である。この個体は第7架の!液

芽が第一次分撲となり，この写真は丁度第7莱まで枯

楽剥離した時期に撮影したものであるから，外見的に

明瞭に2株に分援している。即ち第一次分襲完了期の

状態にある。而して葉鞘内部では更に二次，三次，…

・・と分繋が進みつつあることが知られる。図版IのB

はこれらの分襲(将来は外観的に葉鞘部から独立した

株に分れる)の記号を示したもので， cはその夫々に

分化したすべての莱の名称を示したものである。また

第3図はこの伺体の現在までの分葉状況を上述の表示

法に従って図示したものである。これらの図に明らか

な如く，この個体は主株の第7莱(7/0)に最初の分葉

を生じた後，これに引続いて 8，9， 10葉にもそれぞ

れの肢芽RIJち分襲の発育をみた。これが第I次分襲で

7， 8， 9， 10で示される。次に第工次分葉株7の第3

葉 (3/，)にも分藁 (7・3)を生じ，その第2菜迄が認

められる。これは第E次分葉である。 RJJち，この例に

於ける第工次第1号分襲は 7，第2号分援は 8，第

3号分襲は 9，第4号分襲は 10で，第E次第1号分

葉は 7・3であった。 また， この個体の第・次分棄は

第I次第1号分襲(7)で，第二次分葉は第E次分襲

ではなく，第I次第2号分襲 (8)であった。この例

は葱としては分葉力旺盛な方である。

第3図の如き図を多くの但|体について作つ亡見ると

その系統の分襲上の特性が明瞭にな

ってくる。葱の分襲上の特性として一

般的に認められることは次の 3点であ

る。

(1) 実生に於ては，通常主株の第

5葉まで肢芽の発育はみられず，分襲

力旺盛な個体でも第6葉以後のIW"芽ゥ:

発育して最初の分藁となる。

(2) 分震を第n葉の阪芽とすると

き，この第1葉は通常 n十1葉と n+

2莱の中間の発育度にある。従って出

莱期も n+1葉と n十2葉の間にある

のが普通である。

(3) 分襲により 2株 (2芽)に分

れたとき，一般に主株の方が分襲株よ

り分襲力旺盛である。

第3図 図版 1に示す葱白の分業図式
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[例 2J 分築配列犠式の説明例
筆者は先に葱の分襲配列の様式を第4図に示す如き

4つの基本型に大別したB)。即ち，

( 1 ) 主株，第一次分藁株及び第二次分葉株の 3つ

の株が一直線上(主株の従来の葉序面上〉に並ぶ

第4図 葱の第二次分柴による各株の配列様式
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場合。これは更に主株が3つの株の中央に位置す

る場合と一端に位置する場合に分けられる。

(2) 同じく 3株になるが，直線上には並ばず，三

角形の頂点の位置に配列される場合。

(3) 主株及び 3つの分葉株が四辺形の頂点の位置

に配列される場合。

(4) 主株及び 3つの分葉株が一直線上に並ぶJ易

~'" 
仁]0 

.Uとの如きi'iG;YIJの相呉が如何なる機構に基いて起る

ものであるか，どし、う点に就いては第2報に説明した

が，原則jとして如何なる場合にどの配列になるかの点

について，上述の図式を用いて説明してみよう(第5

凶〉。

今第工次第1号分薬が第n菜の絞芽 (n)であった

とするとき，次の分奨が生ずる節イ立としては，第5図

に示すYDき種々なる場合が考えられる。その各々に就

いてみるに，先ず (A)は nに引続いて，第 (n十

1)莱にも分葉が生じた例で， かかる場合，株の配列

は第斗図 (1)の aの如くなる。又第二次分奨が第5

図 (B)の如く， n十2の場合も 3つの株が→直線

上に \ì~ぷが，主株がサ出に位置する第 4 図( 1 )の b

の配ヂ11となる。第5図 (C)は第一次分襲nに引統し、

て， n十1，n十2葉にも分繋が生じた場合で，株の自己

列は3iH!立(斗)aのYIJく，第工次第 1，2， 3サ及び

主株の4つの株が ・直線上に放び，主株は内側にな

る。又分襲が一節づっとんで， n， n十2，n十4となっ

た場合も，理論上4株は一直線上に並ぶが，このとき

はく4)bの如く主株は外側に位置することになる。

第 5JzJ (D)の如く，第二次分棄が n+4以後の場合

は第4問 (2)のように 3つの株は三角形に¥lT:ぶ。第
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5;-;;1 (E)は (D) と同様に n+4以後に第I次第2

号分葉 (n十5)を生じ，その他』こ第I次第 1号分葉で

ある nからも第立次第1号分譲 (n・3)が生じた例で，

このときは 4つの株が四辺形の頂点の位置に並ぶ

〔第斗図 3)。分長室力中佼の葱のiる合は (D)(E)のタ

イプが最も普通にみられる。

[例 3J Leekに於lする分球の図式

従来 Leekは分薬しないものとされ， 事実， 致、や

主などの如く生育年次内に分襲芽が発脊して2i朱

以上に分葉することは一般に見られないが，越冬した

株に於ては，花房のt111苔， r~目花と1lJL行的に架鞘内部に

珠球({lIIJl'求)の形成j肥大が行われるむ H[Jち，越冬ß~\

第6図 Leekの分球状態

各菜料I1夜郊に 1ケづっのf[-J求が形成

されたもので葉鞘を除去し♂ー列に

並んだ 6ケの仔球を示す。
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長初の架から番号をつけて，その番号

を分子とし，その分襲の記号を分時と

して架の記号とする。例えば 11I/n と

は第I次分襲 (n)の第 m架を示す。

これらの葉肢から発育した分農が第五

次分襲でその記号は n・m の如く表わ

す。第E次以後の分麓もこの要領で

名称をつけることにする。また花房を

表わすのにO印を以ってし，花茎の服

部に形成主れる新生芽(花茎側芽)を

表わすにはその株の記号の前に NPを

附記することにした。!lJlちp 主株0の

新生芽は NP(O)と記す如くである。

以上の表示法によって多くの個体に

就いて作図してみると，その系統の分

襲上の特性が明瞭になってくる。本報

ではこの応用例として次の 3項目に就い℃簡単に説明

しfこ。

(1) 実生葱苗の栄養生長期に於げる分葉の解折

(2) 葱の分葉配列様式の説明

(3 ) 葱・玉葱・韮と Leekの分薬(分球)様式の

比較

第7図 葱(玉葱，ヨ10と Leekの分禁(分球)様式の比絞
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最内部の 8~12 節の若し、楽は楽身を展葉せずに，旧

葉の莱鞘部に包囲されて越冬するが，これらの棄の葉

肢には，花房の分化期と殆んど同時期に珠芽の形成が

行われ，花茎の発育と平行的に発育，肥大を続けて開

花期には第6[3]に示す如き珠球となる。この場合は分

葉というよりむしろ分球と称すべきであるが，その状

態を図示すると第7図の如くで，葱や韮などの場合と

比較してその特異性が明らかとなる。

即ち，葱や韮などの場合は，一生青年次内に次々に

分葉を完了し，分襲によって分れた株の相互聞には外

観的に殆んど区別ぶつかない程発育度が似ている場合

も多く，分譲株の方もその年次内に更に E次， JU次

と分譲を続けるのが普通である。 これに対して Leek

の場合は，越冬しないと分球芽(珠芽)が形成されな

いため，任意の棄と，その菜般に形成される分球芽と

の形成年次が1年づれることになる。又，各葉肢の分

球芽は殆.んと‘同時期に一斉に形成され，発育肥大して

珠玉求となるが，珠球内で瓦次， JII次の分球芽をみる

ことはないc

III.摘要

葱類の分震に関する説明の簡明化を計るため，稲・

麦に於ける片山氏の方法にならって，すべての莱(節

位)及び分襲に名称、を与え亡夫々の関連性を系統立て

た。即ち，主株をOとし， その第1莱を 1/0，第n葉

を n/Oで表わし，分襲の名称としては 1/0の肢芽の

発育したものを 1，n/。の阪芽の発育したものをn と

する。これらは第I次分奨である。次に第工次分震の

也
冬
総
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葱の倹断市と分葉の解折


